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論 文 内 容 の 要 旨 
Chapter１：Conway polynomials of2-bridge knots 
 
２‐橋結び目とは、互いに素な整数の組（α，β）に対してある規則で定まる結び目のことである。G.Burde
は２‐橋結び目のConway多項式について研究し、α/βの連分数展開を使って計算する公式を与えた。本章
では、２‐橋結び目のConway多項式をα/βの連分数展開を使わずに計算する公式について述べる。実際、
Polyak-Viroが導入したGauss図式が２‐橋結び目のSchubert図式に有効に働くことが分かり、そしてさら
にGauss図式を用いてSchubert図式を扱う上で有用なある写像を導入することによって、公式を与える。 
 
Chapter２：Conway polynomials of 2-bridge knots via Vassiliev invariants 
 
 本章では、一章の結果をVassiliev不変量の立場から考察する。 
 
Chapter３：Jones polynomials of ribbon knots of 1-fusion 
 
 T．Sakaiはリボン結び目の特別な族である 61-型リボン結び目に対して、Jones多項式の－１での１回微分
と1での３回微分の間に成り立つある関係式を与えた。本章では、この関係式の様々な意味での一般化を目的
とする研究の第一段階として、1‐fusionリボン結び目（２‐成分の自明な絡み目からバンド和によって得ら
れる結び目のこと）のJones多項式の－1での１回微分がバンドの捩れ数と相対的絡み数の一次式で表される
ことを示す。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文で著者は、今日活発に研究されている結び目の代表的な不変量（コンウェイ多項式、ヴァシリエフ不
変量、ジヨーンズ多項式）について大量の計算を行い、いくつかの独創的な結果を導いている。１章では、２
橋結び目についてコンウェイ多項式のすべての多項式係数の直接的な計算公式を与えている。２橋結び目は互
いに素な整数の組（a，b）により決まる結び目であり、G.Burdeによって２橋結び目（a，b）の連分数展開に
よってコンウエイ多項式を求める公式が以前には知られていた。本論文で著者は、２橋結び目のシューベルト
図式をガウス図式を用いて書き表すことにより新しい観点から公式を与えた。ここで得られた公式はBurdeの
公式とは異なっており、２橋結び目をはじめとして多くの結び目のコンウェイ多項式を研究する上で意義を認
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める。２章では、２橋結び目のコンウェイ多項式の係数はヴァシリエフ不変量と見なせることに注目して、１
章と同様にガウス図式を用いて、ヴァシリエフ不変量としての計算を行った。その結果、２橋結び目のコンウ
ェイ多項式のすべての多項式係数について、１章とは異なる直接的な計算公式を与えた。３章では、２成分の
自明な絡み目からバンド和によって得られる結び目、すなわち１‐fusionリボン結び目についてき察している。
ここでの主定理として著者は，１‐fusionリボン結び目のジョーンズ多項式の-１での１回微分はバンドの捩
れ数と相対的絡み数の一次式で表されることを示した。この結果は、T.Sakai が 61ー 型リボン結び目のジョー
ンズ多項式の-１での１回微分と１での３回微分の間の恒等式を示した際に用いられたジョーンズ多項式の-１
での１回微分の公式を、すべての１‐fusionリボン結び目に対して一般化したものであり、今後のジョーンズ
多項式とリボン結び目の関係についての理解を深める上で意義を認める。 
以上により、本論文は、結び目理論に多くの新しい知見を与え、位相幾何学に貢献するところ大であり、博
士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
 
